













別して考えられている（Anobile, Cicchini, & Burr, 






Burr and Ross （2008a）が発表した数順応だろう。彼ら
は，数の多いドット群に順応した後はテストパターンの
ドット群の数が少なく見えることを発見した（図 1 ）。
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は，密度順応効果（dens i ty a f tere f fect）である









では順応刺激・テスト刺激ともにドットサイズは 6 × 6
ピクセルのドットだったが，コントロール実験では順応
刺激のドットサイズは 8 × 8 ピクセル（64ピクセル），



















































明可能であるという点において Burr and Ross（2008a）
の報告した現象の新規性は薄れる。




























なかった。これらの結果から Ross and Burr（2010）で
は，やはり数知覚は視覚処理の初期で行われ，テクスチ
ャや密度処理とは独立に存在すると主張した。




影響しないという結果であったが（Allik & Tuulmets, 















これについて最近，Anobile, Cicchini and Burr






















































Klein, Petridou and Dumoulin （2013）の fMRI 研究があ
げられる。彼らは 7 T の高解像度 fMRI を用いて数に対
する topographic mapping が頭頂葉（parietal cortex）
に存在することを発見した。人間の頭頂間溝（intrapari-








（Dehaene， Izard, Spelke, & Pica, 2008）。実際に彼らの
研究では， 1 ～ 7 という比較的少ない数を実験に使用し
ていたが，彼らの研究ではこの数直線知覚と左右の頭頂
間溝の topographic mapping には定量的な関係性を見い
だせなかった。
頭頂間溝における数選択性についてもう 1 つ興味深い
















が発見されている。Nieder, Freedman and Miller 







と関係の深い領野である（e.g. Andersen, 1989; Colby & 




















明らかになってきている（Olivers & Watson, 2008; Vet-
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